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消費生活協力員・協力団体

の活動について
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資料3



１．消費生活協力員・
消費生活協力団体の役割
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(県)消費生活協力団体(県)消費生活協力員

(県)消費生活協力員 (県)消費生活協力団体

山梨県消費者安全確保推進会議

警察

民生委員
老人クラブ

福祉関係者

自治会

市町村
協力員

市町村
協力団体

見守りネットワーク内の活動イメージ

Ｂ町 地域協議会
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Ｃ村 地域協議会



① 地域における消費者安全に関する情報

提供、啓発

② 地方公共団体の行う啓発活動等への協力

③ 消費者安全確保のために必要な情報の

地方公共団体への提供

④ 地域における高齢者等の見守り

⑤ 消費生活に関する研修会の実施

期待される役割
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２．消費生活協力員の活動
について
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• 任期： ２年間

• 現委嘱期間： （令和２・３年度）

令和２年４月１日～令和３年３月３１日

• 人数： ８０人

• 年齢層：４１～８６歳

• 元の職種：自営業、主婦、会社員、

市の会計年度任用職員 等

山梨県消費生活協力員
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① 市町村と協力員との連携事例

・市町村の消費者安全確保地域協議会の構成員として最新

の消費者被害の状況や見守りの現状について協議、情報

共有。消費者見守りサポーター養成講座への参加。

・市町村のお祭りでの啓発活動（クイズ・啓発品の配布

など）。※ここ２年は、新型コロナウイルスの影響で自粛。

② 研修

・県民生活センター主催の協力員への研修会

（年２回程度）

・市町村独自の研修会等

最近の消費者トラブルと見守りの重要性を伝達

協力員の連携、育成の状況
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協力員が関わり消費者トラブルが解決した事例

昨日、自宅に１５年前に設置した床下換気扇の撤去
と交換の営業があり、契約した。撤去・新設費３０万
円とのことだが、高額ではないか。明後日工事に来
ることになっているが、どうしたらよいか。

一人暮らしの
高齢者男性

床下換気扇の必要性について情報を提供した上で、県外
の息子に相談し、今回はクーリングオフをすることになった。
その際、センターから消費生活協力員（見守りネットワーク
委員兼務）に同席を依頼した。

市町村消費生活センターの対応

その結果

相談者が業者にクーリングオフを申し
出て契約を解除することができた。
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２．消費生活協力団体の活動
について
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・必要に応じて協力団体との
連絡調整

・研修や会議を通じ協力団
体との連携強化を依頼 等
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消費生活協力団体の高齢者の見守り活動・

消費者被害防止の仕組み

協力団体

金融機関
消費生活協同組合

渉外活動、配達、集金等

市町村

確
認
・
支
援
等

・悪質商法等の情報提供
・相談窓口の紹介

異変！
・呼び出しに応じない
・郵便受けに新聞や手紙がたまっている
・頻繁に罵声や物を投げる音が聞こえる
・玄関先に未使用の商品がたまっている
・しつこい勧誘に困っている 等

協定
締結

高齢者等
個人宅

県



・毎年度、消費者被害
防止の啓発物品を
制作
（Ｒ２）ウェットティッシュ

・消費生活協力団体へ
送付し、利用者への
配布を依頼。

啓発物品の配付
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